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二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
十
三
時

～
十
月
一
日
十
三
時
に
か
け
て
第
六
回

「
京
都
の
中
心
で
仏
の
名
を
称
え
る
」 

清
浄
華
院
二
十
四
時
間
不
断
念
仏
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。参
加
・
中
継
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、ま
た
賛
同
・
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
を
持
ち

ま
し
て
成
満
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

期
間
中
、会
場
に
は
一
二
〇
名
も
の

方
々
が
ご
参
加
下
さ
り
、共
に
念
仏
行

に
励
み
、ま
た
内
外
合
せ
て
一
八
ヵ
所

か
ら
念
仏
中
継
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
四
時
間
不
断
念
仏
会
は
、宗
祖

法
然
上
人
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え

た
ま
え
ば
、住
所
は
へ
だ
つ
と
い
え
ど

も
源
空
と
親
し
と
す
。源
空
も
南
無
阿

弥
陀
仏
と
称
え
た
て
ま
つ
る
が
故
な

ラハイナ浄土院より中継清浄華院から佛教大学まで行脚中継

第
六
回
「
京
都
の
中
心
で
仏

の
名
を
称
え
る
」

清
浄
華
院
二
十
四
時
間

�
不
断
念
仏
会

り
」と
仰
せ
の
よ
う
に
、念
仏
に
よ
っ
て

つ
な
が
れ
る
和
合
の
集
い
が
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
て
、で
き
る
限
り
続
け
て

い
く
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

合
掌

念
仏
中
継
場
所

九
月
三
十
日
（
土
）�

◆
十
三
時
～

ラ
ハ
イ
ナ
浄
土
院
（
ハ
ワ
イ
）

�

原　

源
照
上
人

◆
十
四
時
～

カ
パ
ア
浄
土
院
（
ハ
ワ
イ
）

�
石
川
広
宣
上
人

◆
十
五
時
～

清
浄
華
院
→

�

佛
教
大
学　

念
仏
行
脚

◆
十
六
時
～

佛
教
大
学
礼
拝
堂

◆
十
七
時
～

清
浄
華
院
不
動
堂

�

松
田
道
観
上
人

◆
十
八
時
～

ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー�

 
�

（
イ
ギ
リ
ス
）

�

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ウ
ッ
ド
氏

◆
十
九
時
～

阿
弥
陀
寺
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

�

ウ
ィ
ル
ソ
ン
哲
雄
上
人

◆
二
十
時
～

志
明
念
佛
之
家
（
台
湾
）

�

リ
リ
ー
・
黄
氏

◆
二
十
一
時
～

ク
リ
チ
バ
日
伯
寺
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　

�

大
江
田
晃
義
上
人

◆
二
十
二
時
～

清
浄
華
院
（
大
殿
）

◆
二
十
三
時
～

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
セ
ン
タ
ー�

 
�

（
フ
ラ
ン
ス
）

�

高
僧
光
隆
上
人

十
月
一
日
（
土
）�

◆
一
時
～

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
（
ア
メ
リ
カ
）

�
エ
リ
ッ
ク
・
コ
ー
ベ
ン
氏

◆
四
時
～

ハ
ワ
イ
浄
土
別
院
（
ハ
ワ
イ
）
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�

楢
柴
祐
文
上
人

◆
五
時
～

イ
ビ
ウ
ー
ナ
日
伯
寺（
ブ
ラ
ジ
ル
）

�

櫻
井
聡
祐
上
人

◆
七
時
～

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
カ
ナ
ダ
）

�

豊
田　

悠
貴
氏

◆
八
時
～

長
昌
寺
（
大
分
）

�

今
井
英
之
上
人

◆
十
時
～

坡
州
市
霊
妙
庵
（
韓
国
）

◆
十
一
時
～

観
智
院
（
東
京
）

清浄華院　大方丈　１０月１日

飯
室
谷
の
風

�

武
蔵
村
山
市　

諸 

澤 

正 

俊

「
松
禅
院
仲
秋
念
仏
大
会
」
に
参
加

す
る
た
め
、
九
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で

比
叡
山
に
上
が
り
ま
し
た
。

雨
模
様
で
く
ず
つ
い
た
日
が
多
く
、

仲
秋
の
名
月
下
の
念
仏
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
初
参
加
の
当
念
仏
会
か
ら

得
た
も
の
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
教
大
師
最
澄
が
残
し
た
歌
に

「
お
の
ず
か
ら  

す
め
ば
持
戒
の  

こ

の
山
は　

ま
こ
と
な
る
か
な  

依
心
よ

り
依
所
」
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
歌
を
、
行
の
場
所
を
選
ぶ

こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
、
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

唐
沢
山
阿
弥
陀
寺
念
仏
修
養
会
で
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。「
念
仏
の
聖

地
」
と
言
わ
れ
る
場
所
に
は
、
そ
の
場松禅院　一味仏塔前
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所
を
選
ん
だ
先
人
の
思
い
と
、
そ
の
地

に
於
い
て
、
覚
悟
を
持
っ
て
念
仏
行
を

修
し
た
人
々
の
思
い
は
、
消
え
る
事
な

く
聖
地
と
し
て
形
成
さ
れ
て
、
引
き
継

が
れ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
と
、
飯
室
谷
を

流
れ
る
空
気
の
中
で
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
念
仏
会
の
大
き
な
特
色
は
、
中

野
善
英
上
人
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
、

飯
室
道
場
の
結
衆
を
記
念
に
発
表
さ
れ

た
、「
一
味
道
大
念
仏
」
を
基
本
に
据

え
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
味
と
は
、「
天
地
は
一
心
一
体
一

生
命
一
活
動
な
り
、
こ
れ
を
神
と
云
い

仏
と
云
う
、
ま
た
道
と
謂
い
教
え
と
言

う
」
で
あ
り
、
こ
の
一
味
哲
学
を
、
浄

土
宗
の
「
念
仏
を
た
だ
申
す
だ
け
で
救

わ
れ
る
」
と
の
言
葉
の
中
に
注
入
し
て

発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

内
容
的
に
は
、「
呼
吸
と
脈
拍
を
基

と
し
た
発
声
法
に
よ
っ
て
、
大
音
声
を

発
し
、
全
身
が
一
体
と
な
り
、
天
地
の

大
生
命
活
動
に
貫
通
し
て
心
身
の
大
調

和
を
招
来
す
る
念
仏
で
あ
る
」
と
説
か

れ
て
い
る
。

私
は
そ
こ
ま
で
達
し
て
は
い
な
い
が
、

大
念
仏
の
あ
と
は
何
故
か
、
心
身
共
に

す
っ
き
り
し
た
自
分
を
感
じ
ま
す
。

大
会
期
間
中
に
、
水
道
か
ら
水
が
出

な
く
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
発
生
し
ま
し

た
。
聞
け
ば
水
利
は
自
然
の
川
か
ら
直

接
で
、
大
雨
の
時
は
枯
葉
で
取
水
口
が

詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
す
。

夜
遅
く
隣
り
の
不
動
堂
の
湧
き
水
を
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
て
運
び
急
場
を
凌
い

で
お
り
ま
し
た
。

夜
が
明
け
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
、

カ
ッ
パ
長
靴
姿
に
て
沢
に
登
っ
て
補
修

し
て
、
水
利
は
復
旧
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
客
人
扱
い
で
参
加
し
た
感
も

有
り
ま
す
が
、
中
野
善
英
上
人
お
隠
れ

後
、
大
勢
の
先
輩
道
友
が
、
必
死
に
こ

の
会
を
支
え
て
き
た
こ
と
が
理
解
出
来

秋
彼
岸
会
参
加
者

�

九
月
二
十
三
日

東

京	

土
　
屋
　
正
　
道

	

北
　
野
　
昌
　
子

	

久
　
米
　
晴
　
彦

	

小
　
島
　
清
　
一

	

萩
　
原
　
雄
　
吉

	

廣
　
田
　
敦
　
子

	

黒
　
田
　
敏
　
広

	

小
　
高
　
美
津
代

	

吉
　
田
　
晶
　
子

	

林
　
　
　
武
　
則

	

林
　
　
　
秀
　
行

	

宮
　
木
　
美
知
子

	

中
　
村
　
立
　
道

	

諸
　
澤
　
正
　
俊

	

田
　
中
　
典
　
幸

	
岡
　
村
　
涌
　
亮

	

土
　
屋
　
由
　
恵

千

葉	

江
　
草
　
喜
美
子

	

服
　
部
　
道
　
子

	

小
岩
井
　
香
予
子

	

矢
　
崎
　
勝
　
彦

	

矢
　
崎
　
恵
美
子

埼

玉	

土
　
田
　
晃
　
弘

	

酒
　
井
　
正
　
空

長

野	

福
　
田
　
哲
　
也

	

福
　
田
　
由
　
貴

山岡上人による大念仏

ま
し
た
。

「
次
の
参
加
ま
で
に
は
必
ず
大
念
仏

を
マ
ス
タ
ー
す
る
ぞ
」
と
自
ら
に
誓
い
、

飯
室
谷
を
後
に
し
ま
し
た
。

�

合
掌
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眞
生
同
盟
新
役
員
就
任

観
智
院
名
誉
住
職
・
眞
生
同
盟
主
幹

土
屋
光
道
上
人
遷
化
に
伴
い
、
十
月
十

三
日
に
眞
生
同
盟
理
事
会
を
開
催
し
新

役
員
を
選
出
、
即
日
就
任
い
た
し
ま
し

た
。新

役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

理
事
長
（
主
幹
兼
任
）　

�

　

観
智
院
住
職　

土
屋
正
道

副
理
事
長
（
副
主
幹
兼
任
）

�

空
席 

（
順
次
選
出
）

常
務
理
事

�

長
野　
　

古
田
幸
隆

�

東
京　
　

福
田
哲
也

理
　
　
事

�

埼
玉　
　

土
田
晃
弘

�

千
葉　
　

服
部
道
子

�

東
京　
　

谷
口
英
夫

�

秋
田　
　

加
澤
昌
人

�

東
京　
　

萩
原
雄
吉

一
万
五
千
円

�

兵
庫　
　

山
岡
和
知

一
万
円

�

東
京　
　

田
中
善
男

　
五
千
円

�

東
京　

佐
藤
利
恵
子

�

千
葉　
　

服
部
道
子

�

東
京　
　

高
橋
高
幸

�

大
分　
　

麻
生
信
子

�

神
奈
川　
　

林　

サ
ト

�

群
馬　
　

山
岡
良
子

�

千
葉　
　

野
島
保
夫

�

兵
庫　
　

泉　

有
彦

�

埼
玉　
　

桑
名
尋
子

三
千
円

�

千
葉　

江
草
喜
美
子

�

東
京　
　

難
波
照
子

�

長
野　

平
林
つ
や
子

平
素
は
眞
生
同
盟
（
真
生
会
）
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
こ
と

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
年
度
の
真
生
会
会
費(

四
月
か
ら

翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
分
、
二
，
〇

〇
〇
円)

を
平
成
三
十
年
四
月
か
ら
同

年
十
二
月
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

大
阪　

森
島
米
史
郎

主
　
　
事
（
事
務
局
）

　
事
務
局
長

�

東
京　
　

諸
澤
正
俊

　
出
版
編
集
長

�

埼
玉　
　

酒
井
正
空

　
会
　
　
計

�

東
京　
　

田
中
典
幸

監
　
　
査

�

空
席 

（
順
次
選
出
）

顧
　
　
問

�
青
森　
　

石
田
孝
信

�

東
京　

佐
藤
利
恵
子

私
ど
も
は
観
道
上
人
、
光
道
上
人
の

遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
眞
生
同
盟
の
目
的
、

方
針
を
確
認
し
つ
つ
時
代
に
あ
っ
た
活

動
を
め
ざ
し
ま
す
。
次
世
代
へ
の
継
承

を
念
頭
に
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

芳
志
感
謝

二
千
円

�

静
岡　
　

髙
田
幸
男

�

都
子

�

富
山　
　

村
井
敏
夫

�

秋
田　
　

加
澤
昌
人

�

（
敬
称
略
）

至
心
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
明
年

も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。


